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複数の営業所があるＳ社のＡ営業所に１
日だけの配送アルバイトとして派遣会社か
ら紹介されたＨが、始業前に階段から転が
り落ちてケガをし、仕事することなく帰宅
した。

始業前であっても営業所施設内でのケガ
であり、運転業務の前提となる運転免許証
を取りに行く途中であったことから業務上
の災害となった。また、今回のケガは、派
遣会社ではなくＳ社の業務災害として取り
扱われた。

アルバイト当日、Ｈは始業時刻の少し前
にＡ営業所に出勤し、２階事務所で業務の
説明を受けるため待機していた。配送アル
バイトのため業務説明前に営業所担当者が
「運転免許証を確認させてもらえますか？」
と尋ねると、「（Ｈが通勤してきた）車に
置いてきたので取りに行ってきます」と
言って外に出た。階段を降りる際に下から
４段目あたりで足を踏み外し、横向きの体
勢（寝ころんだ状態）のまま１階へ転げ落
ち、右肩、右手親指の付け根を打って負傷
した。

業務開始前の事業場施設内における業務
と接続する行為については、行政通達（昭
50・12・25 基収第 1724 号）で次のよう
な判断基準が示されている。「事業場施設
内における業務に就くための出勤又は業務
を終えた後の退勤で業務と接続するもの
は、業務行為そのものではないが、業務に
通常付随する準備後始末行為と認められて
いる。したがって、その行為中の災害につ
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いては、労働者の積極的な私的行為又は恣
意行為によるものと認められず、加えて通
常発生しうるような災害である場合は、業
務災害として取り扱うもの」とされている
ことから、今回のケースが業務災害として
取り扱われると考えられる。

その一方で、Ｈは、派遣会社からの紹介
であったことから、派遣元（派遣会社）の
労災保険を適用して処理することが一般的
なように思われる。

派遣労働者に関しては、厚生労働省資料
「労働者派遣事業に対する労働者災害補償
保険の適用等について（現状）」に次のよ
うな記載がある。「労働基準法の災害補償
責任の所在」として、労働者派遣事業にお
ける事業主の災害補償責任については、①
派遣元事業主は、労働者の派遣先事業場を
任意に選択できる立場にあり、労災事故の
起きた派遣先と労働者派遣契約を締結し、
それに基づいて労働者を派遣したことに責
任があること、②派遣元事業主は、派遣労
働者を雇用し、自己の業務命令によって派
遣先の事業場において就労させているので
あるから、派遣労働者を雇用している者と
して、派遣先の事業場において派遣労働者
の安全衛生が確保されるよう十分配慮する
責任があること、③業務上の負傷・疾病に
係る解雇制限の規定（労働基準法第 19 条
第１項）あるいは、補償を受ける権利の退
職による不変更の規定（労働基準法第 83
条第１項）は、労働契約関係の当事者であ
る派遣元事業主に災害補償責任のあること
を前提としていると考えられること等を考
慮し、労働者派遣法においては、特例を設
けず、派遣元事業主に災害補償責任を負わ
せることとされている。

今回のケースは、派遣会社からの職業紹
介であっただけで特殊なケースではない。

派遣会社からの紹介が必ずしも派遣労働者
とは限らず、有料職業紹介の場合もある。
派遣社員の事業主は派遣会社となるが、職
業紹介の場合は紹介先（実際に勤務する会
社）が事業主になる。

なお、最初の経緯として、Ｓ社の労災と
して申請したところ、所轄労働基準監督署
から「派遣会社の労災ではないか？」と問
い合わせがあった。派遣会社との契約は本
社が行ったため、Ａ営業所は契約内容まで
知らされておらず、派遣労働者が来るもの
と認識していた。Ｓ社本社は当たり前に自
社の労災として処理した。負傷日と初診日
が異なっていたことから、初診日に誤りが
ないかの確認のため、所轄労基署がＡ営業
所に電話連絡した際、事務職員が「派遣社
員なのでわかりません」と返答したことか
ら、同労基署は「派遣社員の労災は派遣会
社の労災を使うことになります」と本社へ
連絡したという。本社担当者は「Ｈさんは
職業紹介なので当社の労災を使うことにな
るのではないですか？」と伝え、今回Ｓ社
の労災適用が正しいとされた。これは余談
だが、Ｈの紹介に対し、派遣会社からＳ社
に紹介料の請求はされなかった。
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